
ハ
イ
チ
大
地
震
支
援
活
動

　
ハ
イ
チ
で
発
生
し
た
大
地
震
で
国
際
医
療
救
援
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」

（
本
部
・
岡
山
市
）
は
医
師
、
看
護
師
ら
４
人
を
被
災
地
に
派
遣
、
支
援
活
動

に
乗
り
出
し
て
い
る
。
2
0
日
に
情
報
収
集
に
赴
く
予
定
の
菅
波
茂
代
表
（
6
3
）
は
、

1
7
日
に
発
生
か
ら
1
5
年
を
迎
え
た
阪
神
大
震
災
に
触
れ
、
「
大
震
災
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
分
岐
点
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
阪
神
で
の
経
験

は
ハ
イ
チ
で
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
【
聞
き
手
・
石
戸
諭
】

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
に
聞
く

11DA本部で菅波茂代表＝=北区の

　
阪
神
大
震
災
で
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
言

葉
が
日
本
に
広
が
り
、
「
困

っ
た
時
は
お
互
い
様
」
と

い
う
相
互
扶
助
の
精
神
が

援
助
の
軸
に
な
る
こ
と
を

皆
が
実
感
し
ま
し
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、
援
助
を
受

け
る
側
の
プ
ラ
イ
ド
を
尊

重
し
、
尊
敬
と
信
頼
の
念

を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が

支
援
の
要
で
す
。

　
同
時
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
限
界
」
も
学
び
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

万
能
で
は
な
く
、
社
会
基

盤
の
復
旧
、
治
安
の
安
定

が
効
果
的
な
活
動
の
前
提

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
と

し
て
、
受
け
入
れ
側
へ
の

感
謝
、
援
助
の
機
会
を
与

え
て
く
れ
た
人
の
お
か
け

で
現
場
に
い
ら
れ
る
こ
と

を
常
に
意
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
忘
れ

る
と
、
善
意
だ
け
を
ふ
り

か
ざ
す
″
ご
う
慢
な
援
助
″

に
な
っ
て
し
ま
う
。
理
由

の
な
い
親
切
は
、
無
駄
な

不
安
と
警
戒
心
を
呼
び
起

こ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
イ
チ
と
阪
神

を
比
較
す
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
政
府
の
役
割
が

見
え
て
き
ま
す
。
阪
神
で

は
、
政
府
に
よ
り
早
期
に

水
道
や
電
気
な
ど
の
社
会

基
盤
が
復
旧
し
ま
し
た
。

一
方
、
ハ
イ
チ
で
は
政
府

自
体
が
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
、
治
安
回
復
な
ど
が

不
十
分
。
そ
う
し
た
状
況

を
変
え
る
の
は
政
府
で

す
。
日
本
も
含
め
統
治
機

構
の
回
復
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
無
政
府
に

近
い
状
況
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
改
善
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

無
力
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る

程
度
、
政
府
が
安
定
し
た

後
の
支
援
活
動
で
こ
そ
力

を
発
揮
す
る
の
で
す
。
現

状
で
は
情
報
収
集
を
中
心

に
対
人
援
助
を
応
急
処
置

的
に
や
る
し
か
な
い
。
復

旧
は
長
期
戦
で
す
。
現
場

か
ら
提
案
さ
れ
る
ア
イ
デ

ア
や
情
報
を
基
に
、
よ
り

効
果
的
な
援
助
を
考
え

る
。
こ
れ
も
阪
神
か
ら
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
学
ん
だ
教
訓
で

す
。
　
　
◇
　
　
　
◇

　
義
援
金
は
郵
便
振
替

　
（
口
座
番
号
Ｏ
１
２
５
０

－
２
－
４
０
７
０
９
、
□

座
名
「
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ア
ム
ダ
」
、
通
信
欄

に
「
ハ
イ
チ
地
震
」
と
記

入
）
で
受
け
付
け
る
。
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